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ユニバーサルリレー/耐熱端子台
−ソルダ端子タイプ−

SOLID  STATE  RELAYS

SSR（ソリッド・ステート・リレー）
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MSSSR（SSR） MHS（ヒートシンク）

QSSRのDC入力信号について
1）  極性（＋、－又は端子番号）を間違わないよう接続してく
ださい。

2）  入力電圧は、正常な立上りの電圧を印加してください。
3）  入力電源（信号）は、直流を使用しますが、交流電源よ
り整流してご使用になる場合は、必ず平滑回路を入れ、
リップル各電圧が動作電圧範囲に入るように、リップル
の低減をしてください。

4）  入力端子にノイズが加わりますと、誤動作する場合があ
りますのでご注意ください。

5）  入力ラインが誘導を受け易い場合は、シールド線をご使
用ください。

Q使用環境について
SSRのモールドの気密性は完全ではありませんので、高湿
環境での長期的な使用は、SSR内部の劣化を招いたり故
障する場合があり、充電部間でのリーク等による不具合の
原因となります。
システムとしての防湿対策を検討ください。

Qヒートシンクのご利用の際の注意事項
SSRの放熱効果を高めるために、ヒートシンクをご利用にな
る場合は、SSR表面のバリ等を取り、なめらかにした上で、
必ずシリコンパウンドを薄く塗布してください。
塗布しないと、熱がこもりSSRが破損する可能性があります。
（例）信越化学工業（株）製KS609等
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周囲温度（℃） 

Q取付上の注意
E周囲温度が高い場合は、負荷電流を減らす必要があります。 
取付場所と負荷電流の関係に注意してください。

E取付ねじはしっかりと締付、振動、衝撃などで緩まないように取り
付けてください。

Q配線上の注意
 E配線は、単線・撚り線を直接接続することも可能ですが、配線を
より確実に行う為に、丸形・Y形圧着端子（M4用）の使用をお薦
めします。
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QSSRの動作波形と使用上の注意点
●動作波形
　 ・ 負荷で抵抗負荷の場合
　　 入力電圧が交流電源電圧のピーク値近傍で印加されていま
すが、ゼロクロス回路の作用により、SSR出力側負荷には直ち
に電流は流れません。

　　 交流電源電圧が徐々に減少してゼロ電圧に近くなると、SSR
出力側がON状態となり電流が流れはじめます。

　　 次に、入力信号がなくなっても直ちにOFFせずに、出力電流が
減少して、ゼロ電流近くになると、SSR内部素子の作用により、
OFFします。

　　 負荷電流がゼロになりますと、電源電圧がトライアックの端子
1－2の間にあらわれます。

　 ・ 誘導負荷の場合
　　 リアクタンス分が特に大きい誘導負荷の場合は、電圧立ち上
がりが非常に速く（転流時磁界オフ電圧上昇率dv/dtが大きく）
なって、誤動作するおそれがあります。

SSRには定められた過電流定格があります。この定格値を超える
サージ電流が流れると、SSRは永久破壊に至る場合があります。
したがって、負荷が短絡したり、または何らかの原因で異常電流
が流れるおそれのある場合は、SSRをサージ電流から保護するた
めに、速断ヒューズの使用を推奨します。

3並列接続
電流容量を増加させるためにSSRを並列接続で使用することはで
きません。
但し、オープンモードの故障を補償したい場合は、並列接続のご
使用が可能です。

【重要】故障について
SSRの素子が過電圧または過電流で破壊された場合の故障モー
ドは、オープンモードとショートモードの両方がありますが、ほとんど
の場合ショートモードです。
瞬時であっても各最大定格を超えるような使用をしないこと。
保護回路などの対策をとりSSR故障を極力避けてください。
SSRの保護とフェールセーフ（故障した時の安全対策）を組み込
んだご使用を推奨いたします。

電源側のノイズ環境が悪く、SSRに大きなサージ電圧が印加さ
れると、誤動作するおそれがあります。このような場合には、上図
のようにバリスタを接続してください。
使用するバリスタ電圧は、電源電圧が110Vの場合は200～300V
のものを、220Vの場合は350～450V程度のものを推奨します。

Qユニバーサルリレー　－ソルダ端子タイプ－

Q安全に関する注意
 ・ 取付け、取外し、配線作業および保守・点検は必ず
電源を切って行ってください。感電および火災の危険
があります。

 ・ 必ず定格仕様の範囲内に、あるいは仕様を守ってご
使用ください。感電・火災の危険があります。

 ・ 配線は印加電圧、通電電流に適した電線サイズを使
用し、端子ねじは適正締付けトルクで締め付けてくださ
い。
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MURH

型式 コイル定格※1 接点定格 ￥基準単価￥スライド単価
定格電流（mA）±15％ 定格電圧 

AC（V）
コイル抵抗（Ω） 
±10％（at20℃）極数

接点許容 
電流

接点定格 
電圧（V）

接点許容電力 
（抵抗負荷）

抵抗負荷時 
負荷電流 1～9コ 10～20

Type No. 50Hz 60Hz

MURH
10 9.2～11.0 7.8～9.0 100～110 3,460

2極 10A

AC250
DC30 AC2500VA

DC300W
10A 1,479 1,398

20 4.6～ 5.5 4.0～4.6 200～220 14,080 AC250
DC30

※1コイル定格の動作特性（定格値に対してat20℃）は、最大印加電圧：110%、最小動作定格：80%以下、復帰電圧：30%以上になります。  E表示数量超えはWOSにてご確認ください。
注）定格電流値には、動作表示LED回路部の通電電流を含みます。

接点材質 Ag合金 最大開閉頻度 電気的：1,800回/時、機械的18,000回/時

接触抵抗＊1 50mΩ以下 耐振動 耐久：周波数10～55Hz　片振幅0.5mm
誤動作：周波数10～55Hz　片振幅0.5mm

最小運用負荷＊2 DC24V・5mA（参考値） 耐衝撃 耐久：1,000m/s2　誤動作：150m/s2

動作時間＊3 20ms以下 機械的耐久性 AC：5,000万回以上、DC1億回以上
復帰時間＊3 20ms以下 電気的耐久性＊3 AC250V：抵抗負荷10A＝10万回、5A＝50万回
消費電力 0.9－1.2VA（60Hz） 1.1－1.4VA（50Hz）使用周囲温度＊4 －55～＋60℃（但し、氷結なきこと）
絶縁抵抗 100MΩ以上　DC500Vメガ 使用周囲湿度 5～85%RH（但し、結露しないこと）
耐電圧 AC2500V、1分間（周極接点回路間は、AC1000V、1分間） 質量（約） 35g

＊1測定条件:DC5V・1A電圧降下法による。
＊2測定条件:開閉頻度120回/minにおける値です。故障率P水準（参考値）
＊3測定条件:定格電圧印加時（at20℃）バウンスは除きます。
＊4定格電圧の100%印加時

Q特性

Q耐熱端子台

>
UP<

2端子ねじ（M4）
1端子台本体

5カバー（MSNDTKのみ）
3端子金具
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MSNDTD　MSNDTK（カバー付タイプ） Q特長
 ・ 端子台本体は、特殊な樹脂（不飽和ポリエステル樹脂）を使用しておりますの
で、高温環境下でご使用いただけます。

 ・ 温調コントローラに複数のヒータのリード線を配線・接続する際にご利用くだ
さい。
E80℃を超える雰囲気で使用の場合端子台及び、記名条片に若干変色が 
生じたり、端子台に緩みが生じますが、機能上問題ありません。また、配線には
耐熱電線（200℃以上）をご使用願います。

E端子ねじは定期的（年に一度を目安）に増し締めしてください。

No. 部品名 M材質 S表面処理 規格
1 端子台本体 不飽和ポリエステル樹脂 ー UL94V－0
2 端子ねじ 炭素鋼 亜鉛メッキ（三価クロメート処理） ー
3 端子金具 黄銅 ニッケルメッキ ー
4 記名条片 ファイバー（白色） ー ー
5 カバー フェノール板（黒色） ー ー
E MSNDTK（カバー付タイプ）にはM3ねじ×4コが付属します。

型式 熱抵抗 
（℃/W）

￥基準単価￥スライド単価
Type No. 1～9コ 10～20

MHS 1 1.52 2,204 2,091
2 0.85 2,499 2,367

Qヒートシンク

E表示数量超えはWOSにてご確認ください。

E 温調計との配線 W P.1732参照

項目 単位 MSSSR10 MSSSR20 MSSSR45

出
力

使用負荷電圧範囲 V Acrms 50～264 85～264
開路時漏れ電流 mA Acrms 3以下＊＊ 12以下＊＊＊
接触電圧降下 V Acrms 1.5以下（動作温度範囲＝25℃）
最小負荷電流 mA Acrms 50 400

入
力

入力電圧範囲 V DC4～32 DC3.0～30
ピックアップ電圧 V DC4.0以下 DC3.0以下
ドロップアウト電圧 V DC1.0以下 DC1.0以上

共
通
応答速度 － 1/2サイクル　＋1ms以下
キャパシタンス pF 150以下　（入力ー出力間）

項目 単位 MSSSR10 MSSSR20 MSSSR45

出
力

定格負荷電圧 V Acrms 120/240
定格負荷電流（抵抗負荷） A Acrms 10 20 45
定格周波数 Hz 50/60
ピーク繰り返しオフ電圧 V AC600

入
力
最大入力電圧 V DC32 DC30
入力電流 mA 11以下（定電流回路を内蔵）7.0mA以下＊

共
通

耐電圧 V Acrms 3k　1分間以上（入力ー出力ーアース間）
絶縁抵抗 MΩ DC500V　100以上（入力ー出力ーアース間）
動作温度範囲 ℃ －20～＋80
保存温度範囲 ℃ －30～＋100

Q定格

Q特性

＊＊V0＝240V　＊＊＊V0＝200V

＊定電流回路を内蔵

型式 出力側 
定格負荷電流

出力側 
定格電圧

入力 
電圧範囲（V）

※1ヒータ使用時の 
最大負荷（参考）

重量 
（g）

適用 
ヒートシンク

￥基準単価￥スライド単価
Type No. 1～9コ 10～20

MSSSR
10 10A Acrms

120/240
V Acrms

DC4～32
6A（110A）

50
MHS1・2 2,173 2,061

20 20A Acrms 7A（113A216A） MHS1・2 2,387 2,265
45 45A Acrms DC3～30 7A（124A236A） 53 MHS1・2 12,087 11,457

QSSR

※  1ヒータ使用時の最大負荷電流（参考）の数値は、ヒートシンク未使用の場
合です。（　）内1はMHS1、2はMHS2を使用した場合です。No.10・20は
周囲温度40℃以下No.45は周囲温度30℃以下の場合です。

※  下記負荷電流特性を参考にしてください。

E表示数量超えはWOSにてご確認ください。

型式
A P 端子 

ねじ数

質量 
（g）

MSNDTD MSNDTK
￥基準単価￥スライド単価￥基準単価￥スライド単価

Type No. MSNDTD MSNDTK 1～9コ 10～20 1～9コ 10～20

MSNDTD

MSNDTK

2 48.5 35.5 4 72 79 1,061 1,008 1,561 1,479
3 60.5 47.5 6 91 99 1,163 1,102 1,826 1,734
4 73 60 8 110 119 1,286 1,224 2,020 1,918
6 97 84 12 148 159 1,377 1,306 2,224 2,112
8 121.5 108.5 16 187 201 1,428 1,357 2,265 2,152

10 146 133 20 225 241 1,632 1,551 2,530 2,408

E No.は極数を表します。 E表示数量超えはWOSにてご確認ください。

Order
注文例

型式
MSSSR 10

Order
注文例

型式
MURH 10

1台の温調コントローラで
複数のヒーターの配線が可能になります。

E  1つの端子に圧着端子  
2枚までのご利用が可能です。

Example
使用例

Order
注文例

型式
MSNDTD8

定格絶縁電圧 250V 定格電流 20A 適合電線 5.5mm2 端子ねじ M4（推奨締付トルク：1.4～1.8N・m）
絶縁抵抗 DC500Vメガ　100MΩ以上 耐電圧 AC2000V　1分間異常なし
使用温度・湿度範囲 －10～150℃　45～85%RH（ただし凍結または結露しないこと）
準拠規格 JIS C 2811工業用端子台

Q定格・性能

E大気圧（標高2000m以下）でご使用ください。
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